
事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年６月
基 準 日 3月31日
中 間 配 当 基 準 日 9月30日
公 告 掲 載 紙 日本経済新聞
株 主 名 簿 管 理 人
特 別 口 座 管 理 機 関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 東京都府中市日鋼町1-1
TEL： 0120-232-711（通話料無料）

郵 送 先 〒137-8081
新東京郵便局　私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

（注） 1. 証券会社等の口座に記録された株式に関するお問い合わせにつきましては、お取引のある
証券会社等にお問い合わせください。

 2. 未払い配当金につきましては、当社株主名簿管理人の三菱UFJ信託銀行全国本支店にて
お支払いの手続きをいたします。

 3. 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、上記特別口座管理機関
である三菱UFJ信託銀行にお問い合わせください。

株主メモ 

社 名
創 業
設 立
資 本 金
従 業 員 数
主な事業内容	

支 店

株式会社アルファ（英文社名 ALPHA Corporation）
1923年4月14日
1938年4月27日
27億6千万円
422名（単体） 4,516名（連結）
キー＆ロックを中心とした自動車部品・住宅製品・コインロッカー
製品の開発・製造・販売およびサービス・リース・オペレーション
大阪支店（住設機器事業部）

会社概要

本株主通信は、
環境保全のため再生紙を使用し、
「植物油インキ」で印刷しています。

株式会社アルファ
〒236-0004
神奈川県横浜市金沢区福浦一丁目6番8号

Tel  045-787-8401　 Mail  ir@kk-alpha.co.jp
https://www.kk-alpha.com ● 当社ＨＰもあわせてご覧ください

ＩＲに関する
お問い合わせ

日本リージョン ........................................................  3社 （うち非連結子会社：1社）
北米リージョン ........................................................  4社
中国リージョン ........................................................  5社 （うち非連結子会社：1社）
ASEAN・インドリージョン........................................  5社
欧州リージョン ........................................................  4社

グループ（国内：３社／海外：18社）

（注） 1. 取締役のうち、上坂こずえ氏、磯貝和敏氏の両氏は社外取締役であります。
 2. 監査役のうち、鈴木知己氏、藤間新氏の両氏は社外監査役であります。

上 坂 こ ず え
磯 貝　 和 敏
大 井　 信 幸
鈴 木　 知 己
藤 間　　 新

取 締 役
取 締 役
常 勤 監 査 役
監 査 役
監 査 役

代 表 取 締 役 社 長
取締役常務執行役員
取締役常務執行役員
取締役常務執行役員
取締役常務執行役員

川 名　 祥 之
佃　　 安 彦
斉 藤　 雄 一
山 本　 昌 明
入 澤　　 昭

役員

発行可能株式総数 .............................................................. 40,800,000株
発行済株式総数 .................................................................. 10,200,000株
株主数 ............................................................................................ 9,244名

株式の状況

（注） 当社は自己株式を647,478株保有しておりますが、上記では自己株式を控除して計算しており
ます。

105,574株（1.1％）／23名
証券会社等

3,964,119株（41.5％）
9,049名

個人・その他

769,529株（8.1％）／64名
外国法人等

2,169,100株（22.7％）
26名

金融機関

2,544,200株（26.6％）／82名
その他国内法人

株式分布状況

（注） 当社は自己株式を647,478株保有しておりますが、上記大株主（上位10社）から除外し、 
持株比率は自己株式を控除して計算しております。

株主名 持株数
（千株）

持株比率
（％）

株式会社ハイレックスコーポレーション 1,710 17.90 
日産東京販売ホールディングス株式会社 379 3.96 
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 300 3.14 
株式会社三井住友銀行 277 2.90 
アルファ従業員持株会 276 2.89 
GOLDMAN SACHS INTERNATIONAL 270 2.82 
株式会社りそな銀行 160 1.67 
株式会社みずほ銀行 160 1.67 
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 153 1.60 
株式会社三菱UFJ銀行 150 1.57 

大株主

自動車部品事業 セキュリティ機器事業
計

調整額 
（セグメント間

 取引消去）

連結損益計算書
計上額日本 北米 アジア 欧州 日本 海外

売上高 6,759
（△15.3%）

13,470
（△10.2%）

18,766
（△7.4%）

11,225
（+56.0%）

8,989
（△0.5%）

984
（+12.5%） 60,195 — 60,195

営業利益 △ 260
（—）

606
（△36.1%）

856
（△28.8%）

△ 153
（—）

1,216
（△5.4%）

389
（+9.4%） 2,655 △ 843 1,811

（単位 百万円）

 （　　）内は前期比増減率

セキュリティ機器事業自動車部品事業

● キーセット ● アウトサイドドアハンドル 
● インサイドドアハンドル 

● 電気錠 ● 南京錠 ● 自動販売機用・産業機器用ロック
● コインロッカー ● 貴重品ロッカー ● 宅配ロッカー

▲ 電動ステアリングロック

▲ アウトサイドドアハンドル インサイドドアハンドル ▲

インテリジェントキー ▲

▲ ステアリングロック

▲ 電気錠

▲ コインロッカー

▲ 南京錠▲ 貴重品ロッカー

連結財務ハイライト 会社情報（2020年3月31日現在）

連結セグメント情報

連結セグメント情報

事業別の概況 地域別の概況

44.6％減

7.4％減16.6％

83.4％

●自動車部品事業

売 上 高

営業利益

前 期 比

59.1％減1,049百万円
50,220百万円 0.4％減

●セキュリティ機器事業

売 上 高

営業利益

前 期 比

2.3％減1,605百万円
9,973百万円 0.6％増

●日本

売 上 高

営業利益

前 期 比

956百万円
15,748百万円

●海外

売 上 高

営業利益

前 期 比

31.6％減1,698百万円
44,445百万円 2.6％増

73.8％
26.2％

売上高 （百万円）

25,865

54,497

28,546

53,610

313

2,053

3,1182,950
3,212

51,066
59,060

27,295

51,519

△397

96

1,334

50,023

2,024

営業利益 （百万円） 経常利益 （百万円）

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 総資産・純資産 （百万円）

16/3 18/317/3

自己資本比率 （％）

純資産
総資産

16/3 18/317/3 16/3 18/317/3 16/3 18/319/3 19/3 19/317/3

16/3 18/317/3 16/3 18/317/3

51.3 51.7

46.0

28,315

55,679

3,285

20/3

1,700

3,210

20/3

1,811

60,344

2,161

19/3

26,398

56,366

20/319/3 19/3

20/3

60,195

△1,210
20/3

49.5

20/3

44.8

株主の皆さまの日頃のご支援にお応えするとともに、当社株
式への投資の魅力を高めることを目的として、株主優待制度
を導入しております。

対象
毎年3月末日の株主名簿に記録された3単元（300株）以
上の株式を保有していただいている株主の皆さまを対象
とします。

ご優待
内容

所有株式数に応じて、以下の優待内容をお届けします。

所有株式数 贈呈内容

300株以上 3,000円相当 オリジナルカタログ掲
載の左記金額相当の
食品および地方特産品
などから、ご希望商品
を1点贈呈いたします。

500株以上 5,000円相当

1,000株以上 10,000円相当

株主優待制度について

▼詳しくは、以下のURLをご参照ください。

▶︎商品一例

https://www.kk-alpha.com/ir/benefit.html

100th ANNIVERSARY
年企業を目指して100

Innovation for Access

証券コード：3434

2019年度 報 告 書

2019年4月1日～2020年3月31日

株主の皆さまへ



サプライチェーンと
得意先生産状況の確認と対応従業員の安全 Cashの確保基本方針 31 2

主な生産拠点（地域別）における稼働状況（2020年5月時点）

感染拡大防止の対応状況

当社では、新型コロナウイルス感染症による従業員及び関係先の皆様の健康と安全確保を最優先とした上で、海外出張の禁止、国内出
張・来客の自粛や在宅勤務、時差勤務の拡大など感染予防対策に取り組んでおります。なお、各生産拠点においては各国政府・自治体か
らの指示に従い、得意先の稼働状況に対応した生産活動を実施しております。

各拠点とも得意先の生産停止や調整に
合わせて、3月後半から4月にかけて休
業ないし一部稼働としておりました。現
時点、得意先の稼働再開に合わせシフ
トを限定した稼働となっております。

広州拠点は2月10日、襄陽拠
点は3月13日から順次稼動を
再開し、現時点ではほぼ通常
稼働となっております。

得意先の生産停止に合わせて、3
月後半から5月にかけて計13日間
の休業を実施しております。6月以
降も得意先稼働に合わせ合理的
な稼働体制とします。

全土封鎖を受け、3月25日から5
月17日まで操業停止。5月18日
から部分的に稼働を再開しており
ます。

得意先の生産停止により、4月から
5月にかけて計21日間の休業を実
施しております。6月以降も得意先
稼働に合わせ合理的な稼働体制と
します。

メキシコでの非常事態宣言を受
け、同国内拠点は4月初めより5月
末まで操業停止となっております。
6月より稼働再開を予定しており
ます。

欧州

インド タイ

中国

北米

日本

4

5

6

1

2

3

前期末
2019年3月31日現在

当期末
2020年3月31日現在

【資産の部】

流動資産 30,010 29,276

固定資産 25,650 27,073

　有形固定資産 17,584 19,915

　無形固定資産 3,342 3,577

　投資その他の資産 4,723 3,579

繰延資産 18 16

資産合計 55,679 56,366

【負債の部】

流動負債 19,143 18,647

固定負債 8,220 11,320

負債合計 27,364 29,968

【純資産の部】

株主資本 24,675 23,082

　資本金 2,760 2,760

　資本剰余金 2,952 2,952

　利益剰余金 19,541 17,948

　自己株式 △ 578 △ 578

その他の包括利益累計額 2,869 2,178

非支配株主持分 770 1,137

純資産合計 28,315 26,398

負債純資産合計 55,679 56,366

7

8

9

10

前 期
2018年 4月  1日〜
2019年 3月31日

当 期
2019年 4月  1日〜
2020年 3月31日

売上高 60,344 60,195

売上原価 49,405 50,842

売上総利益 10,939 9,352

販売費及び一般管理費 7,728 7,540

営業利益 3,210 1,811

営業外収益 391 425

営業外費用 315 537

経常利益 3,285 1,700

特別利益 337 31

特別損失 490 1,596

税金等調整前当期純利益 3,132 134

当期純利益又は当期純損失（△） 2,259 △ 1,227
非支配株主に帰属する当期純利益又は
非支配株主に帰属する当期純損失（△） 98 △ 16

親会社株主に帰属する当期純利益又は
親会社株主に帰属する当期純損失（△） 2,161 △ 1,210

株主の皆さまへ

当期（2019年度）の主な取り組み

連結財務諸表

連結貸借対照表の要約 連結損益計算書の要約 （単位 百万円）（単位 百万円）

新型コロナウイルスの影響と取り組みについて

　 2 0 1 9 年 4 月 、中 国 広 東 省
広 州 市 に あ る 当 社 グ ル ー プ
のALPHA（GUANGZHOU）
A U T O M O T I V E P A R T S 
CO.,LTD.が、広東省清遠市にある

「广东埃德伟控汽车部件有限公
司（ADVANCON）」の第三者割
当増資を引き受け、同社を子会社
化いたしました。

中国　自動車用メッキ部品
製造会社を買収1

　暗証番号式対応玄関
錠「edロックPLUS」が、
関電不動産開発株式会
社が兵庫県尼崎市に建
設したシェアハウス「ソー
シャルレジデンスアカデ
ミア大阪尼崎」110部屋
に採用されました。

edロックPLUSが
シェアハウスに採用2

1

2

3

4流動資産	 	
現金及び預金が６億31百万円増加しま
したが、受取手形及び売掛金等の売上
債権が12億12百万円、商品及び製品
が２億93百万円減少したこと等により
前期末比７億33百万円減少し、292億
76百万円となりました。
固定資産	 	
自動車部品事業に係る固定資産の減損
処理15億70百万円を行いましたが、一
方で各子会社等において将来を見据え
た積極的な設備投資を実行した結果、
有形固定資産は23億31百万円増加し
199億15百万円となりました。固定資
産総額では、上記のほか投資有価証券
が７億62百万円減少したこと等により
前期末比14億23百万円増加し、270
億73百万円となりました。
資産合計	 	
流動資産が減少した一方で固定資産
が増加したことから、総資産は前期末比
６億87百万円増加し、563億66百万円
となりました。

5

6

7

流動負債	 	
支払手形及び買掛金が14億9百万円減少の一
方、短期借入金が９億87百万円増加したこと等
により前期末比４億96百万円減少し、186億47
百万円となりました。
固定負債	 	
退職給付に係る負債が20百万円増加、長期借入
金が11億24百万円増加、リース債務（固定）が14
億44百万円増加したことや、繰延税金負債（固定）
も６億15百万円増加したこと等により前期末比
31億円増加し113億20百万円となりました。
純資産合計	 	
利益剰余金が15億93百万円減少、その他有価証
券評価差額金が６億98百万円減少した一方、為替
換算調整勘定が8百万円増加したこと等により前
期末比19億17百万円減少し、263億98百万円と
なりました。
売上高	 	
2019年度からの４ヶ年中期経営計画の初年度、
当社グループ一丸となって着実に取り組みました
が、売上高は前期比0.2%減の601億95百万円と
なりました。

9

10

11

12

営業利益	 	
売上高が減少したことに加え、売上原価の上昇も
あり、前期比43.6％減の18億11百万円となりま
した。
経常利益	 	
営業利益の減少に加え、為替差損など営業外費
用も増加し、前期比48.3％減の17億円となりま
した。
親会社株主に帰属する当期純損失		
減損損失を15億70百万円計上したこと等によ
り、12億10百万円の純損失となりました。
営業活動によるキャッシュ・フロー	 	
主として税金等調整前当期純利益の前年比での
大幅な減少及び仕入債務の支払による減少によ
り、34億66百万円の収入に留まり、前期比10億
60百万円減少いたしました。
現金及び現金同等物の期末残高	 	
営業活動によるキャッシュ・フローや、財務活動に
よるキャッシュ・フローの収入減等がありました
が、現金及び現金同等物の当期末残高は前期末
に比べ5億33百万円増加し81億30百万円とな
りました。
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　AISシリーズは基本的なコインロッカー機能である手
荷物の一時的な預かり機能や、QRコード認証の採用、多
言語対応など、より洗練されたユーザーインターフェイス
により、海外のお客
様にも安心してお
使いいただけます。

　2016年12月より2基での稼働となった南アルプス太陽光発
電所・群馬太陽光発電所は、夏場の天候不順などの影響により、
前年を下回る発電量となりました。この太陽光発電は、当社の使
用電力の約35％に相当します。

IoT対応で進化する
新型ターミナルロッカー

「AISシリーズ」発売開始
太陽光発電
～南アルプス・群馬～3 4

代 表 取 締 役 社 長

川 名　 祥 之

　株主の皆さまには、平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。以下、
当期のご報告等についてご説明いたします。

　当期の連結業績は、自
動車部品事業におきまし
ては、日本、北米および中
国市場の減速並びに主
要得意先の減産の影響
等により、減収となりまし
た。セキュリティ機器事業におきましては、国内において年度末にかけ旅行者
減少・外出規制等によりコインロッカー関係の売上が減少しましたが、海外で
の生産が順調に増加し、増収となりました。しかし利益面では、売上高減少に伴
う限界利益の減少等の影響により、減益となりました。以上の結果、全体では
減収減益となりました。

前期比

売 上 高： 601億 95百万円 0.2％減

営 業 利 益： 18億 11百万円 43.6％減

当期（2019年度）の業績

　新型コロナウイルス発生による影響等、日本経済をはじめとする世界経済の
情勢を下押しする様々なリスクが懸念される中、当社グループにおきましては予
断を許さない状況が続くものと予想されます。このような状況の中、当社グルー
プは４ヶ年中期経営計画の２年目を迎えます。基本方針である「新事業・新商品
開発」「収益基盤の強化」「人材育成」を、グループ一丸となって着実に取り組んで
まいります。
　次期の見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染拡大による影響度合いの
算定が困難であることから、開示しておりません。今後、業績への影響を慎重に見
極め、適正かつ合理的な算定が可能となった時点で速やかに開示する予定です。

来期の業績予想
　当期末の配当金は、１株あたり25円とさ
せていただきました。これにより当期の年間
配当は中間配当15円と合わせて、合計40
円となりました。（前期の年間配当は40円）
　次期の配当金につきましては、業績予想
の合理的な算出が困難な状況にあるため、
現時点では未定とさせて頂きます。なお、
配当の予想が可能となった段階で、速やか
に開示いたします。

株主の皆さまへの配当
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前 期
2018年 4月  1日〜
2019年 3月31日

当 期
2019年 4月  1日〜
2020年 3月31日

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,526 3,466

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 4,865 △ 3,404

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,317 412

現金及び現金同等物に係わる換算差額 △86 59

現金及び現金同等物の増減額 892 533

現金及び現金同等物の期首残高 6,704 7,596

現金及び現金同等物の期末残高 7,596 8,130

連結キャッシュ・フロー計算書の要約 （単位 百万円）

※対象期間は2019年1月〜12月まで

施設名 南アルプス太陽光発電所 群馬太陽光発電所

場所 山梨県南アルプス市 群馬県館林市

年間発電実績 2,292MWh 1,968MWh

各部屋の
edロックPLUSに
暗証番号を
入力するだけで
施解錠が可能

　当社グループは、各国政府の方針を受け、お客さま、地域の皆さまおよび社員の健康と安全を最優先に考慮し、グループ基本方針
を策定し感染拡大防止に努めております。



サプライチェーンと
得意先生産状況の確認と対応従業員の安全 Cashの確保基本方針 31 2

主な生産拠点（地域別）における稼働状況（2020年5月時点）

感染拡大防止の対応状況

当社では、新型コロナウイルス感染症による従業員及び関係先の皆様の健康と安全確保を最優先とした上で、海外出張の禁止、国内出
張・来客の自粛や在宅勤務、時差勤務の拡大など感染予防対策に取り組んでおります。なお、各生産拠点においては各国政府・自治体か
らの指示に従い、得意先の稼働状況に対応した生産活動を実施しております。

各拠点とも得意先の生産停止や調整に
合わせて、3月後半から4月にかけて休
業ないし一部稼働としておりました。現
時点、得意先の稼働再開に合わせシフ
トを限定した稼働となっております。

広州拠点は2月10日、襄陽拠
点は3月13日から順次稼動を
再開し、現時点ではほぼ通常
稼働となっております。

得意先の生産停止に合わせて、3
月後半から5月にかけて計13日間
の休業を実施しております。6月以
降も得意先稼働に合わせ合理的
な稼働体制とします。

全土封鎖を受け、3月25日から5
月17日まで操業停止。5月18日
から部分的に稼働を再開しており
ます。

得意先の生産停止により、4月から
5月にかけて計21日間の休業を実
施しております。6月以降も得意先
稼働に合わせ合理的な稼働体制と
します。

メキシコでの非常事態宣言を受
け、同国内拠点は4月初めより5月
末まで操業停止となっております。
6月より稼働再開を予定しており
ます。

欧州

インド タイ

中国

北米

日本

4

5

6

1

2

3

前期末
2019年3月31日現在

当期末
2020年3月31日現在

【資産の部】

流動資産 30,010 29,276

固定資産 25,650 27,073

　有形固定資産 17,584 19,915

　無形固定資産 3,342 3,577

　投資その他の資産 4,723 3,579

繰延資産 18 16

資産合計 55,679 56,366

【負債の部】

流動負債 19,143 18,647

固定負債 8,220 11,320

負債合計 27,364 29,968

【純資産の部】

株主資本 24,675 23,082

　資本金 2,760 2,760

　資本剰余金 2,952 2,952

　利益剰余金 19,541 17,948

　自己株式 △ 578 △ 578

その他の包括利益累計額 2,869 2,178

非支配株主持分 770 1,137

純資産合計 28,315 26,398

負債純資産合計 55,679 56,366
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前 期
2018年 4月  1日〜
2019年 3月31日

当 期
2019年 4月  1日〜
2020年 3月31日

売上高 60,344 60,195

売上原価 49,405 50,842

売上総利益 10,939 9,352

販売費及び一般管理費 7,728 7,540

営業利益 3,210 1,811

営業外収益 391 425

営業外費用 315 537

経常利益 3,285 1,700

特別利益 337 31

特別損失 490 1,596

税金等調整前当期純利益 3,132 134

当期純利益又は当期純損失（△） 2,259 △ 1,227
非支配株主に帰属する当期純利益又は
非支配株主に帰属する当期純損失（△） 98 △ 16

親会社株主に帰属する当期純利益又は
親会社株主に帰属する当期純損失（△） 2,161 △ 1,210

株主の皆さまへ

当期（2019年度）の主な取り組み

連結財務諸表

連結貸借対照表の要約 連結損益計算書の要約 （単位 百万円）（単位 百万円）

新型コロナウイルスの影響と取り組みについて

　 2 0 1 9 年 4 月 、中 国 広 東 省
広 州 市 に あ る 当 社 グ ル ー プ
のALPHA（GUANGZHOU）
A U T O M O T I V E P A R T S 
CO.,LTD.が、広東省清遠市にある

「广东埃德伟控汽车部件有限公
司（ADVANCON）」の第三者割
当増資を引き受け、同社を子会社
化いたしました。

中国　自動車用メッキ部品
製造会社を買収1

　暗証番号式対応玄関
錠「edロックPLUS」が、
関電不動産開発株式会
社が兵庫県尼崎市に建
設したシェアハウス「ソー
シャルレジデンスアカデ
ミア大阪尼崎」110部屋
に採用されました。

edロックPLUSが
シェアハウスに採用2

1

2

3

4流動資産	 	
現金及び預金が６億31百万円増加しま
したが、受取手形及び売掛金等の売上
債権が12億12百万円、商品及び製品
が２億93百万円減少したこと等により
前期末比７億33百万円減少し、292億
76百万円となりました。
固定資産	 	
自動車部品事業に係る固定資産の減損
処理15億70百万円を行いましたが、一
方で各子会社等において将来を見据え
た積極的な設備投資を実行した結果、
有形固定資産は23億31百万円増加し
199億15百万円となりました。固定資
産総額では、上記のほか投資有価証券
が７億62百万円減少したこと等により
前期末比14億23百万円増加し、270
億73百万円となりました。
資産合計	 	
流動資産が減少した一方で固定資産
が増加したことから、総資産は前期末比
６億87百万円増加し、563億66百万円
となりました。
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6
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流動負債	 	
支払手形及び買掛金が14億9百万円減少の一
方、短期借入金が９億87百万円増加したこと等
により前期末比４億96百万円減少し、186億47
百万円となりました。
固定負債	 	
退職給付に係る負債が20百万円増加、長期借入
金が11億24百万円増加、リース債務（固定）が14
億44百万円増加したことや、繰延税金負債（固定）
も６億15百万円増加したこと等により前期末比
31億円増加し113億20百万円となりました。
純資産合計	 	
利益剰余金が15億93百万円減少、その他有価証
券評価差額金が６億98百万円減少した一方、為替
換算調整勘定が8百万円増加したこと等により前
期末比19億17百万円減少し、263億98百万円と
なりました。
売上高	 	
2019年度からの４ヶ年中期経営計画の初年度、
当社グループ一丸となって着実に取り組みました
が、売上高は前期比0.2%減の601億95百万円と
なりました。
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11

12

営業利益	 	
売上高が減少したことに加え、売上原価の上昇も
あり、前期比43.6％減の18億11百万円となりま
した。
経常利益	 	
営業利益の減少に加え、為替差損など営業外費
用も増加し、前期比48.3％減の17億円となりま
した。
親会社株主に帰属する当期純損失		
減損損失を15億70百万円計上したこと等によ
り、12億10百万円の純損失となりました。
営業活動によるキャッシュ・フロー	 	
主として税金等調整前当期純利益の前年比での
大幅な減少及び仕入債務の支払による減少によ
り、34億66百万円の収入に留まり、前期比10億
60百万円減少いたしました。
現金及び現金同等物の期末残高	 	
営業活動によるキャッシュ・フローや、財務活動に
よるキャッシュ・フローの収入減等がありました
が、現金及び現金同等物の当期末残高は前期末
に比べ5億33百万円増加し81億30百万円とな
りました。

8

　AISシリーズは基本的なコインロッカー機能である手
荷物の一時的な預かり機能や、QRコード認証の採用、多
言語対応など、より洗練されたユーザーインターフェイス
により、海外のお客
様にも安心してお
使いいただけます。

　2016年12月より2基での稼働となった南アルプス太陽光発
電所・群馬太陽光発電所は、夏場の天候不順などの影響により、
前年を下回る発電量となりました。この太陽光発電は、当社の使
用電力の約35％に相当します。

IoT対応で進化する
新型ターミナルロッカー

「AISシリーズ」発売開始
太陽光発電
～南アルプス・群馬～3 4

代 表 取 締 役 社 長

川 名　 祥 之

　株主の皆さまには、平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。以下、
当期のご報告等についてご説明いたします。

　当期の連結業績は、自
動車部品事業におきまし
ては、日本、北米および中
国市場の減速並びに主
要得意先の減産の影響
等により、減収となりまし
た。セキュリティ機器事業におきましては、国内において年度末にかけ旅行者
減少・外出規制等によりコインロッカー関係の売上が減少しましたが、海外で
の生産が順調に増加し、増収となりました。しかし利益面では、売上高減少に伴
う限界利益の減少等の影響により、減益となりました。以上の結果、全体では
減収減益となりました。

前期比

売 上 高： 601億 95百万円 0.2％減

営 業 利 益： 18億 11百万円 43.6％減

当期（2019年度）の業績

　新型コロナウイルス発生による影響等、日本経済をはじめとする世界経済の
情勢を下押しする様々なリスクが懸念される中、当社グループにおきましては予
断を許さない状況が続くものと予想されます。このような状況の中、当社グルー
プは４ヶ年中期経営計画の２年目を迎えます。基本方針である「新事業・新商品
開発」「収益基盤の強化」「人材育成」を、グループ一丸となって着実に取り組んで
まいります。
　次期の見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染拡大による影響度合いの
算定が困難であることから、開示しておりません。今後、業績への影響を慎重に見
極め、適正かつ合理的な算定が可能となった時点で速やかに開示する予定です。

来期の業績予想
　当期末の配当金は、１株あたり25円とさ
せていただきました。これにより当期の年間
配当は中間配当15円と合わせて、合計40
円となりました。（前期の年間配当は40円）
　次期の配当金につきましては、業績予想
の合理的な算出が困難な状況にあるため、
現時点では未定とさせて頂きます。なお、
配当の予想が可能となった段階で、速やか
に開示いたします。

株主の皆さまへの配当
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前 期
2018年 4月  1日〜
2019年 3月31日

当 期
2019年 4月  1日〜
2020年 3月31日

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,526 3,466

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 4,865 △ 3,404

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,317 412

現金及び現金同等物に係わる換算差額 △86 59

現金及び現金同等物の増減額 892 533

現金及び現金同等物の期首残高 6,704 7,596

現金及び現金同等物の期末残高 7,596 8,130

連結キャッシュ・フロー計算書の要約 （単位 百万円）

※対象期間は2019年1月〜12月まで

施設名 南アルプス太陽光発電所 群馬太陽光発電所

場所 山梨県南アルプス市 群馬県館林市

年間発電実績 2,292MWh 1,968MWh

各部屋の
edロックPLUSに
暗証番号を
入力するだけで
施解錠が可能

　当社グループは、各国政府の方針を受け、お客さま、地域の皆さまおよび社員の健康と安全を最優先に考慮し、グループ基本方針
を策定し感染拡大防止に努めております。
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主な生産拠点（地域別）における稼働状況（2020年5月時点）

感染拡大防止の対応状況

当社では、新型コロナウイルス感染症による従業員及び関係先の皆様の健康と安全確保を最優先とした上で、海外出張の禁止、国内出
張・来客の自粛や在宅勤務、時差勤務の拡大など感染予防対策に取り組んでおります。なお、各生産拠点においては各国政府・自治体か
らの指示に従い、得意先の稼働状況に対応した生産活動を実施しております。

各拠点とも得意先の生産停止や調整に
合わせて、3月後半から4月にかけて休
業ないし一部稼働としておりました。現
時点、得意先の稼働再開に合わせシフ
トを限定した稼働となっております。

広州拠点は2月10日、襄陽拠
点は3月13日から順次稼動を
再開し、現時点ではほぼ通常
稼働となっております。

得意先の生産停止に合わせて、3
月後半から5月にかけて計13日間
の休業を実施しております。6月以
降も得意先稼働に合わせ合理的
な稼働体制とします。

全土封鎖を受け、3月25日から5
月17日まで操業停止。5月18日
から部分的に稼働を再開しており
ます。

得意先の生産停止により、4月から
5月にかけて計21日間の休業を実
施しております。6月以降も得意先
稼働に合わせ合理的な稼働体制と
します。

メキシコでの非常事態宣言を受
け、同国内拠点は4月初めより5月
末まで操業停止となっております。
6月より稼働再開を予定しており
ます。

欧州

インド タイ

中国

北米

日本

4

5

6

1

2

3

前期末
2019年3月31日現在

当期末
2020年3月31日現在

【資産の部】

流動資産 30,010 29,276

固定資産 25,650 27,073

　有形固定資産 17,584 19,915

　無形固定資産 3,342 3,577

　投資その他の資産 4,723 3,579

繰延資産 18 16

資産合計 55,679 56,366

【負債の部】

流動負債 19,143 18,647

固定負債 8,220 11,320

負債合計 27,364 29,968

【純資産の部】

株主資本 24,675 23,082

　資本金 2,760 2,760

　資本剰余金 2,952 2,952

　利益剰余金 19,541 17,948

　自己株式 △ 578 △ 578

その他の包括利益累計額 2,869 2,178

非支配株主持分 770 1,137

純資産合計 28,315 26,398

負債純資産合計 55,679 56,366

7

8

9

10

前 期
2018年 4月  1日〜
2019年 3月31日

当 期
2019年 4月  1日〜
2020年 3月31日

売上高 60,344 60,195

売上原価 49,405 50,842

売上総利益 10,939 9,352

販売費及び一般管理費 7,728 7,540

営業利益 3,210 1,811

営業外収益 391 425

営業外費用 315 537

経常利益 3,285 1,700

特別利益 337 31

特別損失 490 1,596

税金等調整前当期純利益 3,132 134

当期純利益又は当期純損失（△） 2,259 △ 1,227
非支配株主に帰属する当期純利益又は
非支配株主に帰属する当期純損失（△） 98 △ 16

親会社株主に帰属する当期純利益又は
親会社株主に帰属する当期純損失（△） 2,161 △ 1,210

株主の皆さまへ

当期（2019年度）の主な取り組み

連結財務諸表

連結貸借対照表の要約 連結損益計算書の要約 （単位 百万円）（単位 百万円）

新型コロナウイルスの影響と取り組みについて

　 2 0 1 9 年 4 月 、中 国 広 東 省
広 州 市 に あ る 当 社 グ ル ー プ
のALPHA（GUANGZHOU）
A U T O M O T I V E P A R T S 
CO.,LTD.が、広東省清遠市にある

「广东埃德伟控汽车部件有限公
司（ADVANCON）」の第三者割
当増資を引き受け、同社を子会社
化いたしました。

中国　自動車用メッキ部品
製造会社を買収1

　暗証番号式対応玄関
錠「edロックPLUS」が、
関電不動産開発株式会
社が兵庫県尼崎市に建
設したシェアハウス「ソー
シャルレジデンスアカデ
ミア大阪尼崎」110部屋
に採用されました。

edロックPLUSが
シェアハウスに採用2

1

2

3

4流動資産	 	
現金及び預金が６億31百万円増加しま
したが、受取手形及び売掛金等の売上
債権が12億12百万円、商品及び製品
が２億93百万円減少したこと等により
前期末比７億33百万円減少し、292億
76百万円となりました。
固定資産	 	
自動車部品事業に係る固定資産の減損
処理15億70百万円を行いましたが、一
方で各子会社等において将来を見据え
た積極的な設備投資を実行した結果、
有形固定資産は23億31百万円増加し
199億15百万円となりました。固定資
産総額では、上記のほか投資有価証券
が７億62百万円減少したこと等により
前期末比14億23百万円増加し、270
億73百万円となりました。
資産合計	 	
流動資産が減少した一方で固定資産
が増加したことから、総資産は前期末比
６億87百万円増加し、563億66百万円
となりました。

5

6

7

流動負債	 	
支払手形及び買掛金が14億9百万円減少の一
方、短期借入金が９億87百万円増加したこと等
により前期末比４億96百万円減少し、186億47
百万円となりました。
固定負債	 	
退職給付に係る負債が20百万円増加、長期借入
金が11億24百万円増加、リース債務（固定）が14
億44百万円増加したことや、繰延税金負債（固定）
も６億15百万円増加したこと等により前期末比
31億円増加し113億20百万円となりました。
純資産合計	 	
利益剰余金が15億93百万円減少、その他有価証
券評価差額金が６億98百万円減少した一方、為替
換算調整勘定が8百万円増加したこと等により前
期末比19億17百万円減少し、263億98百万円と
なりました。
売上高	 	
2019年度からの４ヶ年中期経営計画の初年度、
当社グループ一丸となって着実に取り組みました
が、売上高は前期比0.2%減の601億95百万円と
なりました。

9

10

11

12

営業利益	 	
売上高が減少したことに加え、売上原価の上昇も
あり、前期比43.6％減の18億11百万円となりま
した。
経常利益	 	
営業利益の減少に加え、為替差損など営業外費
用も増加し、前期比48.3％減の17億円となりま
した。
親会社株主に帰属する当期純損失		
減損損失を15億70百万円計上したこと等によ
り、12億10百万円の純損失となりました。
営業活動によるキャッシュ・フロー	 	
主として税金等調整前当期純利益の前年比での
大幅な減少及び仕入債務の支払による減少によ
り、34億66百万円の収入に留まり、前期比10億
60百万円減少いたしました。
現金及び現金同等物の期末残高	 	
営業活動によるキャッシュ・フローや、財務活動に
よるキャッシュ・フローの収入減等がありました
が、現金及び現金同等物の当期末残高は前期末
に比べ5億33百万円増加し81億30百万円とな
りました。
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　AISシリーズは基本的なコインロッカー機能である手
荷物の一時的な預かり機能や、QRコード認証の採用、多
言語対応など、より洗練されたユーザーインターフェイス
により、海外のお客
様にも安心してお
使いいただけます。

　2016年12月より2基での稼働となった南アルプス太陽光発
電所・群馬太陽光発電所は、夏場の天候不順などの影響により、
前年を下回る発電量となりました。この太陽光発電は、当社の使
用電力の約35％に相当します。

IoT対応で進化する
新型ターミナルロッカー

「AISシリーズ」発売開始
太陽光発電
～南アルプス・群馬～3 4

代 表 取 締 役 社 長

川 名　 祥 之

　株主の皆さまには、平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。以下、
当期のご報告等についてご説明いたします。

　当期の連結業績は、自
動車部品事業におきまし
ては、日本、北米および中
国市場の減速並びに主
要得意先の減産の影響
等により、減収となりまし
た。セキュリティ機器事業におきましては、国内において年度末にかけ旅行者
減少・外出規制等によりコインロッカー関係の売上が減少しましたが、海外で
の生産が順調に増加し、増収となりました。しかし利益面では、売上高減少に伴
う限界利益の減少等の影響により、減益となりました。以上の結果、全体では
減収減益となりました。

前期比

売 上 高： 601億 95百万円 0.2％減

営 業 利 益： 18億 11百万円 43.6％減

当期（2019年度）の業績

　新型コロナウイルス発生による影響等、日本経済をはじめとする世界経済の
情勢を下押しする様々なリスクが懸念される中、当社グループにおきましては予
断を許さない状況が続くものと予想されます。このような状況の中、当社グルー
プは４ヶ年中期経営計画の２年目を迎えます。基本方針である「新事業・新商品
開発」「収益基盤の強化」「人材育成」を、グループ一丸となって着実に取り組んで
まいります。
　次期の見通しにつきましては、新型コロナウイルス感染拡大による影響度合いの
算定が困難であることから、開示しておりません。今後、業績への影響を慎重に見
極め、適正かつ合理的な算定が可能となった時点で速やかに開示する予定です。

来期の業績予想
　当期末の配当金は、１株あたり25円とさ
せていただきました。これにより当期の年間
配当は中間配当15円と合わせて、合計40
円となりました。（前期の年間配当は40円）
　次期の配当金につきましては、業績予想
の合理的な算出が困難な状況にあるため、
現時点では未定とさせて頂きます。なお、
配当の予想が可能となった段階で、速やか
に開示いたします。

株主の皆さまへの配当

11

12

前 期
2018年 4月  1日〜
2019年 3月31日

当 期
2019年 4月  1日〜
2020年 3月31日

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,526 3,466

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 4,865 △ 3,404

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,317 412

現金及び現金同等物に係わる換算差額 △86 59

現金及び現金同等物の増減額 892 533

現金及び現金同等物の期首残高 6,704 7,596

現金及び現金同等物の期末残高 7,596 8,130

連結キャッシュ・フロー計算書の要約 （単位 百万円）

※対象期間は2019年1月〜12月まで

施設名 南アルプス太陽光発電所 群馬太陽光発電所

場所 山梨県南アルプス市 群馬県館林市

年間発電実績 2,292MWh 1,968MWh

各部屋の
edロックPLUSに
暗証番号を
入力するだけで
施解錠が可能

　当社グループは、各国政府の方針を受け、お客さま、地域の皆さまおよび社員の健康と安全を最優先に考慮し、グループ基本方針
を策定し感染拡大防止に努めております。



事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年６月
基 準 日 3月31日
中 間 配 当 基 準 日 9月30日
公 告 掲 載 紙 日本経済新聞
株 主 名 簿 管 理 人
特 別 口 座 管 理 機 関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 東京都府中市日鋼町1-1
TEL： 0120-232-711（通話料無料）

郵 送 先 〒137-8081
新東京郵便局　私書箱第29号
三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

（注） 1. 証券会社等の口座に記録された株式に関するお問い合わせにつきましては、お取引のある
証券会社等にお問い合わせください。

 2. 未払い配当金につきましては、当社株主名簿管理人の三菱UFJ信託銀行全国本支店にて
お支払いの手続きをいたします。

 3. 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、上記特別口座管理機関
である三菱UFJ信託銀行にお問い合わせください。

株主メモ 

社 名
創 業
設 立
資 本 金
従 業 員 数
主な事業内容	

支 店

株式会社アルファ（英文社名 ALPHA Corporation）
1923年4月14日
1938年4月27日
27億6千万円
422名（単体） 4,516名（連結）
キー＆ロックを中心とした自動車部品・住宅製品・コインロッカー
製品の開発・製造・販売およびサービス・リース・オペレーション
大阪支店（住設機器事業部）

会社概要

本株主通信は、
環境保全のため再生紙を使用し、
「植物油インキ」で印刷しています。

株式会社アルファ
〒236-0004
神奈川県横浜市金沢区福浦一丁目6番8号

Tel  045-787-8401　 Mail  ir@kk-alpha.co.jp
https://www.kk-alpha.com ● 当社ＨＰもあわせてご覧ください

ＩＲに関する
お問い合わせ

日本リージョン ........................................................  3社 （うち非連結子会社：1社）
北米リージョン ........................................................  4社
中国リージョン ........................................................  5社 （うち非連結子会社：1社）
ASEAN・インドリージョン........................................  5社
欧州リージョン ........................................................  4社

グループ（国内：３社／海外：18社）

（注） 1. 取締役のうち、上坂こずえ氏、磯貝和敏氏の両氏は社外取締役であります。
 2. 監査役のうち、鈴木知己氏、藤間新氏の両氏は社外監査役であります。

上 坂 こ ず え
磯 貝　 和 敏
大 井　 信 幸
鈴 木　 知 己
藤 間　　 新

取 締 役
取 締 役
常 勤 監 査 役
監 査 役
監 査 役

代 表 取 締 役 社 長
取締役常務執行役員
取締役常務執行役員
取締役常務執行役員
取締役常務執行役員

川 名　 祥 之
佃　　 安 彦
斉 藤　 雄 一
山 本　 昌 明
入 澤　　 昭

役員

発行可能株式総数 .............................................................. 40,800,000株
発行済株式総数 .................................................................. 10,200,000株
株主数 ............................................................................................ 9,244名

株式の状況

（注） 当社は自己株式を647,478株保有しておりますが、上記では自己株式を控除して計算しており
ます。

105,574株（1.1％）／23名
証券会社等

3,964,119株（41.5％）
9,049名

個人・その他

769,529株（8.1％）／64名
外国法人等

2,169,100株（22.7％）
26名

金融機関

2,544,200株（26.6％）／82名
その他国内法人

株式分布状況

（注） 当社は自己株式を647,478株保有しておりますが、上記大株主（上位10社）から除外し、 
持株比率は自己株式を控除して計算しております。

株主名 持株数
（千株）

持株比率
（％）

株式会社ハイレックスコーポレーション 1,710 17.90 
日産東京販売ホールディングス株式会社 379 3.96 
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 300 3.14 
株式会社三井住友銀行 277 2.90 
アルファ従業員持株会 276 2.89 
GOLDMAN SACHS INTERNATIONAL 270 2.82 
株式会社りそな銀行 160 1.67 
株式会社みずほ銀行 160 1.67 
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 153 1.60 
株式会社三菱UFJ銀行 150 1.57 

大株主

自動車部品事業 セキュリティ機器事業
計

調整額 
（セグメント間

 取引消去）

連結損益計算書
計上額日本 北米 アジア 欧州 日本 海外

売上高 6,759
（△15.3%）

13,470
（△10.2%）

18,766
（△7.4%）

11,225
（+56.0%）

8,989
（△0.5%）

984
（+12.5%） 60,195 — 60,195

営業利益 △ 260
（—）

606
（△36.1%）

856
（△28.8%）

△ 153
（—）

1,216
（△5.4%）

389
（+9.4%） 2,655 △ 843 1,811

（単位 百万円）

 （　　）内は前期比増減率

セキュリティ機器事業自動車部品事業

● キーセット ● アウトサイドドアハンドル 
● インサイドドアハンドル 

● 電気錠 ● 南京錠 ● 自動販売機用・産業機器用ロック
● コインロッカー ● 貴重品ロッカー ● 宅配ロッカー

▲ 電動ステアリングロック

▲ アウトサイドドアハンドル インサイドドアハンドル ▲

インテリジェントキー ▲

▲ ステアリングロック

▲ 電気錠

▲ コインロッカー

▲ 南京錠▲ 貴重品ロッカー

連結財務ハイライト 会社情報（2020年3月31日現在）

連結セグメント情報

連結セグメント情報

事業別の概況 地域別の概況

44.6％減

7.4％減16.6％

83.4％

●自動車部品事業

売 上 高

営業利益

前 期 比

59.1％減1,049百万円
50,220百万円 0.4％減

●セキュリティ機器事業

売 上 高

営業利益

前 期 比

2.3％減1,605百万円
9,973百万円 0.6％増

●日本

売 上 高

営業利益

前 期 比

956百万円
15,748百万円

●海外

売 上 高

営業利益

前 期 比

31.6％減1,698百万円
44,445百万円 2.6％増

73.8％
26.2％

売上高 （百万円）

25,865

54,497

28,546

53,610

313

2,053

3,1182,950
3,212

51,066
59,060

27,295

51,519

△397

96

1,334

50,023

2,024

営業利益 （百万円） 経常利益 （百万円）

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 総資産・純資産 （百万円）

16/3 18/317/3

自己資本比率 （％）

純資産
総資産

16/3 18/317/3 16/3 18/317/3 16/3 18/319/3 19/3 19/317/3

16/3 18/317/3 16/3 18/317/3

51.3 51.7

46.0

28,315

55,679

3,285

20/3

1,700

3,210

20/3

1,811

60,344

2,161

19/3

26,398

56,366

20/319/3 19/3

20/3

60,195

△1,210
20/3

49.5

20/3

44.8

株主の皆さまの日頃のご支援にお応えするとともに、当社株
式への投資の魅力を高めることを目的として、株主優待制度
を導入しております。

対象
毎年3月末日の株主名簿に記録された3単元（300株）以
上の株式を保有していただいている株主の皆さまを対象
とします。

ご優待
内容

所有株式数に応じて、以下の優待内容をお届けします。

所有株式数 贈呈内容

300株以上 3,000円相当 オリジナルカタログ掲
載の左記金額相当の
食品および地方特産品
などから、ご希望商品
を1点贈呈いたします。

500株以上 5,000円相当

1,000株以上 10,000円相当

株主優待制度について

▼詳しくは、以下のURLをご参照ください。

▶︎商品一例

https://www.kk-alpha.com/ir/benefit.html

100th ANNIVERSARY
年企業を目指して100

Innovation for Access

証券コード：3434

2019年度 報 告 書

2019年4月1日～2020年3月31日

株主の皆さまへ



事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年６月
基 準 日 3月31日
中 間 配 当 基 準 日 9月30日
公 告 掲 載 紙 日本経済新聞
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証券会社等にお問い合わせください。
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27億6千万円
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製品の開発・製造・販売およびサービス・リース・オペレーション
大阪支店（住設機器事業部）

会社概要
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環境保全のため再生紙を使用し、
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日本リージョン ........................................................  3社 （うち非連結子会社：1社）
北米リージョン ........................................................  4社
中国リージョン ........................................................  5社 （うち非連結子会社：1社）
ASEAN・インドリージョン........................................  5社
欧州リージョン ........................................................  4社

グループ（国内：３社／海外：18社）

（注） 1. 取締役のうち、上坂こずえ氏、磯貝和敏氏の両氏は社外取締役であります。
 2. 監査役のうち、鈴木知己氏、藤間新氏の両氏は社外監査役であります。

上 坂 こ ず え
磯 貝　 和 敏
大 井　 信 幸
鈴 木　 知 己
藤 間　　 新

取 締 役
取 締 役
常 勤 監 査 役
監 査 役
監 査 役

代 表 取 締 役 社 長
取締役常務執行役員
取締役常務執行役員
取締役常務執行役員
取締役常務執行役員

川 名　 祥 之
佃　　 安 彦
斉 藤　 雄 一
山 本　 昌 明
入 澤　　 昭

役員

発行可能株式総数 .............................................................. 40,800,000株
発行済株式総数 .................................................................. 10,200,000株
株主数 ............................................................................................ 9,244名

株式の状況

（注） 当社は自己株式を647,478株保有しておりますが、上記では自己株式を控除して計算しており
ます。

105,574株（1.1％）／23名
証券会社等

3,964,119株（41.5％）
9,049名

個人・その他

769,529株（8.1％）／64名
外国法人等

2,169,100株（22.7％）
26名

金融機関

2,544,200株（26.6％）／82名
その他国内法人

株式分布状況

（注） 当社は自己株式を647,478株保有しておりますが、上記大株主（上位10社）から除外し、 
持株比率は自己株式を控除して計算しております。

株主名 持株数
（千株）

持株比率
（％）

株式会社ハイレックスコーポレーション 1,710 17.90 
日産東京販売ホールディングス株式会社 379 3.96 
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 300 3.14 
株式会社三井住友銀行 277 2.90 
アルファ従業員持株会 276 2.89 
GOLDMAN SACHS INTERNATIONAL 270 2.82 
株式会社りそな銀行 160 1.67 
株式会社みずほ銀行 160 1.67 
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 153 1.60 
株式会社三菱UFJ銀行 150 1.57 

大株主

自動車部品事業 セキュリティ機器事業
計

調整額 
（セグメント間

 取引消去）

連結損益計算書
計上額日本 北米 アジア 欧州 日本 海外

売上高 6,759
（△15.3%）

13,470
（△10.2%）

18,766
（△7.4%）

11,225
（+56.0%）

8,989
（△0.5%）

984
（+12.5%） 60,195 — 60,195

営業利益 △ 260
（—）

606
（△36.1%）

856
（△28.8%）

△ 153
（—）

1,216
（△5.4%）

389
（+9.4%） 2,655 △ 843 1,811

（単位 百万円）

 （　　）内は前期比増減率

セキュリティ機器事業自動車部品事業

● キーセット ● アウトサイドドアハンドル 
● インサイドドアハンドル 

● 電気錠 ● 南京錠 ● 自動販売機用・産業機器用ロック
● コインロッカー ● 貴重品ロッカー ● 宅配ロッカー

▲ 電動ステアリングロック

▲ アウトサイドドアハンドル インサイドドアハンドル ▲

インテリジェントキー ▲

▲ ステアリングロック

▲ 電気錠

▲ コインロッカー

▲ 南京錠▲ 貴重品ロッカー

連結財務ハイライト 会社情報（2020年3月31日現在）

連結セグメント情報

連結セグメント情報

事業別の概況 地域別の概況

44.6％減

7.4％減16.6％

83.4％

●自動車部品事業

売 上 高

営業利益

前 期 比

59.1％減1,049百万円
50,220百万円 0.4％減

●セキュリティ機器事業

売 上 高

営業利益

前 期 比

2.3％減1,605百万円
9,973百万円 0.6％増

●日本

売 上 高

営業利益

前 期 比

956百万円
15,748百万円

●海外

売 上 高

営業利益

前 期 比

31.6％減1,698百万円
44,445百万円 2.6％増

73.8％
26.2％

売上高 （百万円）

25,865

54,497

28,546

53,610

313

2,053

3,1182,950
3,212

51,066
59,060

27,295

51,519

△397

96

1,334

50,023

2,024

営業利益 （百万円） 経常利益 （百万円）

親会社株主に帰属する当期純利益（百万円） 総資産・純資産 （百万円）

16/3 18/317/3

自己資本比率 （％）

純資産
総資産

16/3 18/317/3 16/3 18/317/3 16/3 18/319/3 19/3 19/317/3

16/3 18/317/3 16/3 18/317/3

51.3 51.7

46.0

28,315

55,679

3,285

20/3

1,700

3,210

20/3

1,811

60,344

2,161

19/3

26,398

56,366

20/319/3 19/3

20/3

60,195

△1,210
20/3

49.5

20/3

44.8

株主の皆さまの日頃のご支援にお応えするとともに、当社株
式への投資の魅力を高めることを目的として、株主優待制度
を導入しております。

対象
毎年3月末日の株主名簿に記録された3単元（300株）以
上の株式を保有していただいている株主の皆さまを対象
とします。

ご優待
内容

所有株式数に応じて、以下の優待内容をお届けします。

所有株式数 贈呈内容

300株以上 3,000円相当 オリジナルカタログ掲
載の左記金額相当の
食品および地方特産品
などから、ご希望商品
を1点贈呈いたします。

500株以上 5,000円相当

1,000株以上 10,000円相当

株主優待制度について

▼詳しくは、以下のURLをご参照ください。

▶︎商品一例

https://www.kk-alpha.com/ir/benefit.html

100th ANNIVERSARY
年企業を目指して100

Innovation for Access

証券コード：3434

2019年度 報 告 書

2019年4月1日～2020年3月31日

株主の皆さまへ




